
部分では一貫性を持つ

全体で 1つの機能となる 機能の 1つ１つが対立し、
関係が作られる

浅草寺

浅草六区

地域の生活拠点観光の深度化

聖と俗の格差

聖 聖 聖
俗 俗

俗

聖と俗が均衡均す

現在 提案後

浅草六区を新たに地域住民の生活拠点と、観光の深度化
を両立した複合文化施設を提案することで再興する。

comcept / 聖俗を均す＝浅草の聖と俗の対立を調和する

対立を操ることで部分では一貫性を保ちつつ、全体では
多様な目的を持った人々の混合から新たな営みを生んだり
異なる営みが共存することはできないだろうか。

都市 街区 建物

A B

A’ B’
A’’ B’’

性格の対立

形態の対立

営みの対立

浅草は浅草寺が持つ「聖」と浅草六区が持つ「俗」の
対立する２つの性格を中心として、形態の対立、営みの
対立から構成される対立都市である。

あらゆる形態と営みが対立しつつ共存する
新たな六区の象徴となる



六区ブロードウェイ

花やしき通り
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富士山縦覧場のボリュームを
　　　　　　　　　　　　継承

対立操作で機能空間を挿入する

各空間を結ぶ２つの参道を配置

賑わいに合わせて動線をとる

飛鳥 江戸 明治

浅草六区

浅草寺
現在

浅草寺起源 仲見世通り誕生
見世物小屋台頭

公園整備により
浅草六区が誕生

電気街・芸能文化発展

対象敷地は六区ブロードウェイのアイストップとなっており、仲見世通りのアイ
ストップとなる浅草寺本堂と対立的である。対立する二項間は花やしき通りによって
結ばれる。この場所に設計し、浅草寺と対立的に扱うことで今後の浅草を象徴する。

SITE
浅草寺

六区ブロードウェイ 仲見世通り

花やしき通り

異なる目的を持って訪れる観光客と地域住民のための対立的な空間に、関係を持たせる
設計を行う。遥拝場とシアターを中心とし、観光と生活にまつわる様々な機能を含んだ
複合文化施設とする。特定の空間から別の空間へ、さらに別の空間へ誘引し、利用者は
連続的に異なる空間を体験する。

公園整備以前の浅草は、浅草寺境内に見世物小屋や水茶屋などが存在し、多彩な営みと形態が対立しつつも調和
する刺激的な街だった。明治以降に浅草六区が誕生し、聖と俗の対立は隔絶されてしまった。

遥拝場 シアター

囃子稽古室

ワークショップ室

図書館 カフェ

居酒屋

交流室

ショップ ギャラリー

観光
生活
両方

主目的の機能から
副次的な機能へ
誘引する

対立状態にある観光客と地域住民どちらもが豊かな都市体験溢れる浅草を享受できるような、
明治以前の浅草寺境内のように誰もが思い思いに過ごせる、対立のコントラストが刺激的な
空間を以下の３つの設計手法を用いることで実現する

対立とは、二つの事柄が同等の地位で対をなして両極から向かい合う関係性のことである。対立項である「外」と
「内」を例にした時、外と内は相互補完することで意味をもち、半屋外などの中間を形成する。また、活動によっ
て我々は二者択一を行う。これらの３つの特性を応用した建築を創造し、「対立」に新たな価値を与える。

発展

衰退

1  浅草寺境内と浅草六区という２つの
    パブリックライフの拠点の消滅

対立状態が正常に機能していないと言える

聖俗を均すことで価値の再発見が必要

2  オーバーツーリズムによる
    地域住民と観光客の対立

観光客 地域住民

VS

浅草寺境内 浅草六区

商業的に発展し続け、地域住民の生活空間としての側面が失われつつある「聖」浅草寺
境内と、娯楽の多様化によって街から人が消失してしまった「俗」浅草六区の間に生じている
ギャップにより豊かな都市体験は失われてしまっている。また、オーバーツーリズムの影響で
観光客と地域住民の間にも確執が生じている

大衆信仰が起源の浅草寺 六区の象徴「富士山縦覧場」と
浅草寺が対立的に描かれた絵

遥拝場参道（外部）

シアター参道（内部）

離隔 並置 貫入

包摂 逆転

富士山縦覧場

浅草寺

明治時代、富士山縦覧場と
いう展望台のような見世物
があり、浅草寺と対立的に
扱われるほどの六区の象徴
として機能していた。参道で別の機能空間を

繋ぐことで利用者を誘う

街から建物のスケールに散在
する対立項間の関係を分析し、
設計に応用することで浅草独
自の対立構成を取り込み、
また、この建物によって周囲
の対立を強調する。



 ワークショップ室

居酒屋

ショップ

図書室

遥拝場

六区ブロードウェイ

シアター受付

カフェ

図書室

貸しスペース

ホワイエ

シアター

囃子稽古室

交流室

聖の参道 俗の参道参道が交わる場

並置離隔

並置

貫入

包摂

逆転

2F

1F

3F

4F

5F

6F

離れた場所から五感的に興味を誘引するが、直接移動できない

直接移動でき、異空間同士で能動的な活動の混合が生じる。また、
それぞれの空間は独立し、純粋性が保たれる。

異空間同士が融合し、受動的（強制的）な活動の混合が生じる。
各空間の純粋性が消失し、偶発的な営みやモノが混合し、独自性が生じる。

空間がより大きな空間によってまとめられる。まとめられた空間は平均化し、
選択性が強調される。また、余白にそれぞれの活動が滲み出し、並置が連続する。

本来の空間の役割が失われ、別の使われ方が生じる。アーケードが垂直に逆転
することで VOID となり、光や風を取り込む。また、断面的な包摂が生じる。

5つの対立構成 操作した空間街に散在する対立

アーケードが建物をまとめる アーケードを引き込みまとめる

建物が解体され庇だけが残る アーケードの VOID 化

内部の活動が道路に侵食する 図書室と居酒屋

面によって異なる様式の立面 居酒屋とワークショップ室

五重塔と花やしきの塔 囃子稽古室と居酒屋

都市から建物のスケールまで横断し、浅草に存在する対立構造を分析・類型化した。
その結果対立構造には二項間の距離によって空間の純粋性が変化し、伴って人々の
ふるまいも純粋なものから他の要素が混合したものまで、５つの対立構成のなかで
グラデーショナルに変化することがわかった。この対立構成に基づいて設計を行う
ことで、浅草の豊かな対立を内包する建築が生まれる。

外部参道と内部参道の
結節点であり、賑わい
の中心となる。児童室
や貸スペース、図書館
などとも繋がることで
異なるふるまいが共存
した空間となり、大き
な開口から敷地裏に広
がる住宅街を見渡せる。

シアターラウンジや、
カフェ、居酒屋と繋が
りを持ち、地域住民は
日常的に囃子の稽古で
利用し興味を持った観
光客に体験教室を開く
などで地域の営みが広
がっていく。

２本の参道が交差するこ
とで利用目的が異なる人
々の交流のきっかけとな
り、偶発的なアクティビ
ティが生まれる。
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特性

遥拝場を終点とする聖の参道とシアターを終点とする俗の参道の２つを登っていく
中で様々な機能空間がシークエンスを構成し、主目的から他の空間へ利用者を誘う

住民ギャラリー

浅草寺



北側から見る

シアターと遥拝場の対立関係

商住一体地域側に開かれるアーケード

機能同士が対立操作によって関係を形成する
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事務室

ワークショップ室

倉庫

参道入口

シアター受付

搬入出室

風除室

ショップ

5 10 20

住宅街

EV

六区ブロードウェイの突き当たり 浅草寺本堂から続く花やしき通り

既存のアーケードから人の流れを引き込む

　ひさご通り
（アーケード）

アーケードは住宅街と花やしき通りをつなぎ
地域住民と観光客が混ざり合う動線となる

東側は浅草寺本堂から続く花やしき通り、アーケード商店街の
ひさご通りと面しており、北・西側は住商一体建築が密集して
いる。

観光客は地域の生活拠点へ踏み入れることで
浅草への認識が深化し、地域住民は積極的な
部外者との関わりの中で浅草の魅力を再確認する
とともに、かつての浅草のような、生活空間が
パブリックへ拡大する体験を味わう。

無関あるいは対極に位置する空間同士が同居することで
複雑な関係を築く。それにより偶発的、同時多発的に
複数のふるまいやコミュニティが形成され、六区の新たな
象徴となる。この建物に表出する様々な対立関係は浅草を
対立させたまま調和させる新たな視座をもたらし、六区、
そして浅草全体に刺激的な都市体験を広げる。

シアター

遥拝場


